
インフルエンザ流行状況とワクチン接種報告　　　　　　　感染制御部　鍋谷　佳子
今シーズンの状況
今シーズンのインフルエンザ流行は、発生数はいまのところ例年に比べ少ないようです。また、A香港型（H3N2）

が圧倒的に優勢だった 2003-2004年シーズンとは流行パターンががらりと変わりました。2003-2004年シーズンに
は A香港型が 94％と圧倒的に優勢でしたが、今シーズンは、Aソ連型（H1N1）、A香港型（H3N2）、B型が混
在したまま流行期を迎えています。報告されているウイルスは B型が６割を占めています。
　第５週（１月 31日～２月６日）には全国 584の保健所管轄地域のうち、217地域で注意報レベルを超え、警報
レベルを超えた地域も 77カ所を数えています。
大阪府は第 4週（1月 24日～1月 30日)に注意報、第 5週には警報レベルになっています。
　感染症情報センターのホームページでインフルエンザ流行レベルマップを見ることが出来ます。
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